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学校教育目標「夢いっぱい 笑顔いっぱい 元気あふれる横田っ子」

２月28日（木）６年生を送る会

一６年生へ感謝の気持ちを込めて
大成功の６年生を送る会でした。でした。送る側も送られる

側も楽しく、でも、どこかさみしげな、そんな気持ちにさせら
れる会でした。
「校長先生は、横田小学校が大好きです。それは、みん

なもそして先生たちもみんな同じ思いです。それは、今の
６年生が、そして、その前の６年生が、その前の前の６年
生が、・・・この楽しくて素敵な横田小学校を創ってくれ
たからなのです。わたしたちは、その６年生の思いを次に
伝えていかなければなりません。」・・・６送会 校長先生
のお話から
そして、もう一つ忘れてならないのは、５年生を中心とした

次のリーダーたちと１～４年生の６年生への感謝の気持ちで
す。新児童会長のれんさんは、きっと言葉一つ一つ話すことで 横田小学校の顔５名の６年生です。

さえ、緊張したことと思います。でも、それは、当たり前のこ
と。それだけ、自分の役割と責任を感じていることの証拠です。
それは、５年生の思い、そして１～４年生の思いへとつながっ
ていくものでもあります。

←６年生の発表「ＵＳ
Ａ」のダンスに合わせ
て全校で踊りましたよ。
気持ち、ただ一つ、

「がんばれ!横田小学
校!」そして

「ありがとう６年生!」 ゲーム「じゃんけん列車」も盛り上がりました。

臼と杵をいただき
ました。
ある朝、学校近く

に住んでいらっしゃ
る高木さんから「校

長先生、臼と杵いらないべか？」と声をかけられました。物置
を整理するのでよかったらどうぞ、とのこと。ありがたくいた
だくことにしました。例年、学校では、祖父母参観日の時に勇
気米餅つき体験をしているのですが、学校の臼だけでは足りな
かったので大変助かります。ありがとうございました。

２月の授業参観の際の全体会でお話をさせていただいた次年度の学級編成
について以下の通りになりますのでお知らせします。

【２０１９年度 学級編成】
通常学級 ６学級（単式） 特別支援学級 ２学級 計 ８学級

複式学級による学級編成は、次年度は行いません。そこで、改めて保護者説明会は、行いませんので
ご了承願います。
※再来年度以降の見通しについては、次年度、改めて説明の機会を設け、保護者や地域の皆様に周知

していきます。不安な点などありましたら、学校（校長、副校長）まで、ご遠慮なくお問い合わせくだ
さい。
学校では、どの子も安心して学べる学習の保障に万全を期して参ります。保護者の皆様、地域の皆様

には、今まで同様、ご理解、ご支援をいただきますようお願いいたします。

校庭で思い切り遊ぶ子どもたち。そして、にこや
かに一緒に遊ぶ先生方。本当に横田小学校にきてよ
かったなあと思います。学年末を迎え、慌ただしい
時期を迎えている中にあって子どもたち、そして、
先生方の温かい心を感じる毎日です。

思いやりの心ボックス

右の写真は、児童会で取り組んでいる思いやりの心の
カードです。（小さくて見えづらいと思います。すみませ
ん。）写真では、２枚目となっていますが、４枚目に突入
しました。先日、のぞむさんから「こうちょう先生、サ
ッカーをしてくれてありがとうございました。」と書かれ
た「思いやりの心カード」をもらいました。担任の先生
から、思いやりの心とは、ちょっと意味が違うかもしれ
ないけどのぞむさんが、どうしても渡したいというので、
もってきました、とのこと。いえいえ、とんでもない、

ありがとうの心は、おもいやりの心、相手を
思う気持ちです。とってもうれしかったです。）

一全校児童無欠席日数の数
１３７日（３／１現在）
横田小学校の全校児童無欠席日数（出席停止、忌引き

などを除きます。）が、２学期の時点で１００日を超えま
した!と校報「若あゆ」に載せておりましたが、その後も
日数が増え、もう少しで１４０日に届きそうです。この

数は、授業日数の約７割に当たる数です。欠席数は、もちろんですが、保健室来室児

童数も昨年度に比べ、減っています。これは、橫田の子どもたちは、心も体も健康であるこ
との証明です。家庭や地域の方々の多くの温かい支えによるものでもあります。
休むことは、決して悪いことではありません。人間ですので、時には体調を崩すこともあります。大

事なことは、心と体を自分で管理する力＝生きる力を身に付けることです。

3.11 わたしたちが住む陸前高田市にとって特別な意味をも
つ日であることは言うまでもありません。岩手県では、学校
教育に復興教育を位置付け、それぞれの地域、学校ごとに実
情に応じて年間計画を立て、指導しています。横田小学校で

も「いきる」「かかわる」「そなえる」の教育的価値をふまえた教育を行っており、その一環として３月
８日（金）に地域にお住いの菅野様からご自身の被災経験を踏まえた講話をしていただく予定です。


